
 

 

 

 

 

 

 

    第６次豊川市総合計画策定のための 

まちづくり中学生会議まちづくり中学生会議まちづくり中学生会議まちづくり中学生会議    
 

 

 

 【１回目】 平成２６年８月８日（金） 

   午後１時３０分～午後４時３０分 

   【２回目】 平成２６年８月１９日（火） 

         午後１時３０分～午後４時３０分 

 

         場所：豊川市役所 本 31 会議室 
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第第第第６６６６次次次次豊川市豊川市豊川市豊川市総合計画総合計画総合計画総合計画策定のための策定のための策定のための策定のための    

まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり中学生会議中学生会議中学生会議中学生会議 
 

１ 目的 

  市役所では、平成２８年度から１０年間のまちづくり

の方針となる「第６次豊川市総合計画」を、平成２６、

２７年度の２年間でつくります。 

この計画づくりにおいて、中学生のみなさんのご意見

を参考にしたいと考え、これからのまちづくりについて

話し合っていただく「まちづくり中学生会議」を開催す

ることとしました。 

 

２ 開催日時等 

（１）日時とテーマ 

【１回目】 

平成２６年８月８日（金） 午後１時３０分～午後４時３０分 

     テーマ：多くの人に「住みたい」と思ってもらえるまちってどんなまち？ 

～「住みたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 

【２回目】 

平成２６年８月１９日（火） 午後１時３０分～午後４時３０分 

     テーマ：多くの人に「訪れたい」と思ってもらえるまちってどんなまち？ 

～「訪れたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 

（２） 場所 

豊川市役所本庁舎 本３１会議室（３階） 

 

３ 会議への参加者 

（１）参加者数 

   「まちづくり中学生会議」には、市内の全中学校（１０校）の３年生のみなさん（合

計３０人）に参加いただきます。 

各回ともに５つのグループに分かれて、話し合いをしていただきます。 

   【１回目】２７人参加  

   【２回目】２４人参加 
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４ 会議の参加者と流れ 

（１）【１回目】８月８日（金） 

 ①参加者名簿／１回目 

グループグループグループグループ 学校名学校名学校名学校名 氏名氏名氏名氏名 ふりがなふりがなふりがなふりがな

一宮中学校 浅井　里奈 あさい　りな

金屋中学校 石黒　翔太 いしぐろ　しょうた

東部中学校 伊藤　小由季 いとう　こゆき

中部中学校 江間　結斗 えま　ゆうと

小坂井中学校 杉浦　優莉 すぎうら　ゆうり

南部中学校 杉田　聖矢 すぎた　せいや

一宮中学校 宇田川　紋加 うだがわ　あやか

金屋中学校 戸苅　咲桜 とがり　さお

東部中学校 永田　一輝 ながた　いつき

音羽中学校 永谷　龍彦 ながや　たつひこ

南部中学校 福井　千晴 ふくい　ちはる

金屋中学校 市原　麻帆 いちはら　まほ

一宮中学校 片山　沙紀 かたやま　さき

御津中学校 河原　宥輝 かわはら　ゆうき

南部中学校 鈴木　愛実 すずき　あみ

東部中学校 塚本　大地 つかもと　だいち

西部中学校 福田　貴仁 ふくだ　たかひと

南部中学校 赤堀　晃大 あかほり　こうた

代田中学校 伊藤　扶佐子 いとう　ふさこ

一宮中学校 白井　悠一 しらい　ゆういち

小坂井中学校 津田　茉美 つだ　まみ

金屋中学校 星野　太一 ほしの　たいち

東部中学校 神成　安奈 かんなり　あんな

代田中学校 小栁津　瑛斗 おやいず　えいと

御津中学校 菅沼　健祐 すがぬま　けんすけ

中部中学校 長島　宏祐 ながしま　こうすけ

金屋中学校 矢野　昭花 やの　はるか

グループ

わ
グループ

Ｃ

グループ

と

グループ

よ

グループ

か
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 ②会議の流れ／１回目 

～「住みたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 

区分 時間 配分 内容 

１ あいさつ 13：30～13：40 10 分 山脇市長、いなりん宣伝部長       

２ 自己紹介 13：40～13：50 10 分 各グループの中で、互いに自己紹介をしていた

だきます。 

３ 説明 13：50～14：00 10 分 会議の進め方などを説明します。 

４ 話し合い 

（前半） 

14：00～14：50 50 分 

 

リーダー（1 人）、サブリーダー（1 人）、書記

（２人）、タイムキーパー（1～２人）を決めま

す。 

◆まちのイメージについて話し合おう！ 

 多くの人に「住みたい」と思ってもらえるま

ちのイメージをグループごとで決めます。 

５ 休憩 14：50～15：00 10 分 ※グループごとの写真を撮ります。 

６ 途中経過 15：00～15：05 5 分 司会者（職員）が途中経過を紹介します。 

７ 話し合い 

（後半） 

15：05～15：35 30 分 ◆「住みたい」まちのイメージを実現するため

の方法について話し合おう！ 

 みんなで決めたまちのイメージを実現するた

め方法をグループごとで出し合います。 

◆話し合いで決めたまちのイメージとその実現

のための方法を合体させて、グループごとに「住

みたいまちミニ総合計画」を完成させます。 

８ 発表 15：35～16：00 25 分 みんなで話しあった内容をリーダーが発表しま

す。 

９ 計画書 

提出 

16：00～16：20 20 分 ◆市長室へ移動し、山脇市長へ各グループで完

成させた「住みたいまちミニ総合計画」を提出

します。 

◆山脇市長やいなりんと一緒に記念撮影をしま

す。 

１０ まとめ 16：20～16：30 10 分 会議室へ戻り、まとめをします。 

各グループのサブリーダーが感想を言います。 
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（２）【２回目】８月 19 日（火） 

 ①参加者名簿／２回目 

 

グループグループグループグループ 学校名学校名学校名学校名 氏名氏名氏名氏名 ふりがなふりがなふりがなふりがな

一宮中学校 浅井　里奈 あさい　りな

金屋中学校 石黒　翔太 いしぐろ　しょうた

東部中学校 神成　安奈 かんなり　あんな

小坂井中学校 津田　茉美 つだ　まみ

南部中学校 中島　康敬 なかじま　やすたか

東部中学校 伊藤　小由季 いとう　こゆき

一宮中学校 白井　悠一 しらい　ゆういち

御津中学校 菅沼　健祐 すがぬま　けんすけ

南部中学校 鈴木　愛実 すずき　あみ

西部中学校 袴田　樹里 はかまだ　じゅり

代田中学校 伊藤　扶佐子 いとう　ふさこ

一宮中学校 宇田川　紋加 うだがわ　あやか

南部中学校 杉田　聖矢 すぎた　せいや

東部中学校 塚本　大地 つかもと　だいち

金屋中学校 星野　太一 ほしの　たいち

一宮中学校 片山　沙紀 かたやま　さき

御津中学校 河原　宥輝 かわはら　ゆうき

南部中学校 福井　千晴 ふくい　ちはる

西部中学校 福田　貴仁 ふくだ　たかひと

金屋中学校 矢野　昭花 やの　はるか

南部中学校 赤堀　晃大 あかほり　こうた

金屋中学校 市原　麻帆 いちはら　まほ

小坂井中学校 杉浦　優莉 すぎうら　ゆうり

一宮中学校 髙濱　壮太 たかはま　そうた

東部中学校 永田　一輝 ながた　いつき

グループ

Ｃ

グループ

な

グループ

て

グループ

も

グループ

お
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 ②会議の進め方／２回目 

～「訪れたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 

区分 時間 配分 内容 

１ あいさつ 13：30～13：40 10 分 山脇市長、いなりん宣伝部長 

２ 自己紹介 13：40～13：50 10 分 各グループの中で、互いに自己紹介をしていた

だきます。 

３ 説明 13：50～14：00 10 分 会議の進め方などを説明します。 

４ 話し合い 

（前半） 

14：00～14：50 50 分 

 

 

リーダー（1 人）、サブリーダー（1 人）、書記

（１人）、タイムキーパー（1～２人）を決めま

す。 

◆まちのイメージについて話し合おう！ 

 多くの人に「訪れたい」と思ってもらえるま

ちのイメージをグループごとで決めます。 

５ 休憩 14：50～15：00 10 分 ※グループごとの写真を撮ります。 

６ 途中経過 15：00～15：05 5 分 司会者（職員）が途中経過を紹介します。 

７ 話し合い 

（後半） 

15：05～15：35 30 分 ◆「訪れたい」まちのイメージを実現するため

の方法について話し合おう！ 

 みんなで決めたまちのイメージを実現するた

め方法をグループごとで出し合います。 

◆話し合いで決めたまちのイメージとその実現

のための方法を合体させて、グループごとに「訪

れたいまちミニ総合計画」を完成させます。 

８ 発表 15：35～16：00 25 分 みんなで話しあった内容をリーダーが発表しま

す。 

９ 計画書 

提出 

16：00～16：20 20 分 ◆市長室へ移動し、山脇市長へ各グループで完

成させた「訪れたいまちミニ総合計画」を提出

します。 

◆山脇市長やいなりんと一緒に記念撮影をしま

す。 

１０ まとめ 16：20～16：30 10 分 会議室へ戻り、まとめをします。 

各グループのサブリーダーが感想を言います。 
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５ テーマについて 

市役所では、第６次豊川市総合計画をつく

るにあたって、現在進みつつある人口減少の

問題を強く意識して、計画づくりを進めるこ

ととしました。 

 まちづくり中学生会議においても、このことを意識してテーマを設定しました。 

（１） テーマ設定の背景 

本市の人口は、平成２０年１２月の１８３，２５９人をピークに減少する傾向に

あり、少子高齢化も進んでいます。 

 少子高齢化を伴う人口減少は、まちの活力や経済に与える影響が大きいことから、

今後のまちづくりにおいて大きな問題となります。 

 住みよさを実感でき、いっそう活気があるまちを目指して、人口減少を抑制する

ために「住みたい」と思う人を増やしたり、まちの活力を増進するために「訪

れたい」と思う人を増やす取組みが重要と考えます。 

今回、第６次豊川市総合計画をつくるにあたっては、多くの人に「住みたい」、

「訪れたい」と思っていただけるようなまちづくりのためにどうしたらよいかを

考えながら、計画づくりを進めることとしました。 

そして、まちづくり中学生会議においても、同じような視点で皆さんのご意見を

いただきたいと考え、次のとおりテーマを設定しました。 

※１ページの内容を再度掲載します。 

 

【１回目】 

平成２６年８月８日（金） 

     テーマ：多くの人に「住みたい」と思ってもらえるまちってどんなまち？ 

～「住みたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 

【２回目】 

平成２６年８月１９日（火） 

     テーマ：多くの人に「訪れたい」と思ってもらえるまちってどんなまち？ 

～「訪れたいまちミニ総合計画」をつくろう！～ 
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＜参考資料＞ 

 豊川市の人口について 

１ 人口の推移予想 

 

 

 

 

※国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（2013年 3月発表）より 

 2005年、2010年は国勢調査結果より（年齢不詳は 65歳以上に含む） 

皆さんの年齢   16 歳   26 歳      41 歳 

人口が減るとどうなる

のかなあ？？？ 

働く人が減るし、買い

物する人も減る。。。 

すると商店街は？？？ 

経済は？？？ 

人口は減少！ 
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２ 年齢区分別人口の推移予測 

  「15～64 歳」の割合が減少します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 人口構成 

  2013 年と 2040 年を比較すると、男女ともに若い世代が減少し、高齢

の世代が増加する様子が分かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（2013年 3月発表）より 

 2005年、2010年は国勢調査結果より（年齢不詳は 65歳以上に含む）  

15～64 歳って働け

る年齢だけど。。。 

その割合が減っていく

と。。。 

経済はどうなる？？？ 

これからは、若い世

代が少ない人数で、

たくさんの高齢者を

支える時代になるん

だね。。。 

※2013年は住民基本台帳人口より。2040年の推計値は、国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人

口（2013年 3月発表）より 


